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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公開番号】特開2015-193086(P2015-193086A)
【公開日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2014-71062(P2014-71062)
【国際特許分類】
   Ｂ４３Ｋ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４３Ｋ    7/02     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ   11/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月25日(2016.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
インキ収容筒の先端部に、ボールを回転自在に抱持したボールペンチップを直接又はチッ
プホルダーを介して装着し、前記インキ収容筒内に少なくとも着色剤、有機溶剤、樹脂か
らなる油性ボールペン用インキ組成物を収容してなる油性ボールペンレフィルであって、
前記着色剤がアゾ骨格酸性染料と塩基性染料との造塩染料であり、かつ、前記油性ボール
ペンレフィルの１００ｍあたりのインキ消費量をＭ（mg）、前記ボール径をＲ（mm）とし
た場合、４０≦Ｍ／Ｒ≦１００の関係であることを特徴とする油性ボールペンレフィル。
【請求項２】
前記ボールの軸方向の移動量が、５～２０μｍであることを特徴とする請求項１に記載の
油性ボールペンレフィル。
【請求項３】
前記着色剤が染料のみからなることを特徴とする請求項１または２に記載の油性ボールペ
ンレフィル。
【請求項４】
前記樹脂が少なくともポリビニルブチラール樹脂を含み、前記ポリビニルブチラール樹脂
の含有量が全樹脂の含有量に対して５０%以上であることを特徴とする請求項１ないし３
に記載の油性ボールペンレフィル。
【請求項５】
前記樹脂が少なくとも曳糸性付与樹脂で含み、該曳糸性付与樹脂の含有量が全樹脂の含有
量に対して０．１～２０%であることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記
載の油性ボールペンレフィル。
【請求項６】
前記有機溶剤がアルコール系溶剤およびグリコールエーテル系溶剤であり、アルコール系
溶剤の含有量をA、グリコールエーテル系溶剤の含有量をBとした場合、１≦A／B≦１０で
あることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィル
。
【請求項７】
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前記油性ボールペン用インキ組成物に、リン酸エステル系界面活性剤を含有することを特
徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィル。
【請求項８】
２０℃、剪断速度５００ｓｅｃ－１における前記油性ボールペン用インキ組成物のインキ
粘度が、１５０００～３５０００ｍＰａ・ｓであることを特徴とする請求項１ないし７の
いずれか１項に記載の油性ボールペンレフィル。
【請求項９】
請求項１ないし８のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィルを軸筒内に配設したこ
とを特徴とする油性ボールペン。
【請求項１０】
請求項１ないし８のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィルを軸筒内に摺動自在に
配設し、前記ボールペンチップのチップ先端部を前記軸筒先端部から出没可能とした出没
式の油性ボールペンであることを特徴とする油性ボールペン。　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するために、
「１．インキ収容筒の先端部に、ボールを回転自在に抱持したボールペンチップを直接又
はチップホルダーを介して装着し、前記インキ収容筒内に少なくとも着色剤、有機溶剤、
樹脂からなる油性ボールペン用インキ組成物を収容してなる油性ボールペンレフィルであ
って、前記着色剤がアゾ骨格酸性染料と塩基性染料との造塩染料であり、かつ、前記油性
ボールペンレフィルの１００ｍあたりのインキ消費量をＭ（mg）、前記ボール径をＲ（mm
）とした場合、４０≦Ｍ／Ｒ≦１００の関係であることを特徴とする油性ボールペンレフ
ィル。 
２．前記ボールの軸方向の移動量が、５～２０μｍであることを特徴とする第１項に記載
の油性ボールペンレフィル。 
３．前記着色剤が染料のみからなることを特徴とする第１項または第２項に記載の油性ボ
ールペンレフィル。  
４．前記樹脂が少なくともポリビニルブチラール樹脂を含み、前記ポリビニルブチラール
樹脂の含有量が全樹脂の含有量に対して５０%以上であることを特徴とする第１項ないし
第３項に記載の油性ボールペンレフィル。  
５．前記樹脂が少なくとも曳糸性付与樹脂で含み、該曳糸性付与樹脂の含有量が全樹脂の
含有量に対して０．１～２０%であることを特徴とする第１項ないし第４項のいずれか１
項に記載の油性ボールペンレフィル。 
６．前記有機溶剤がアルコール系溶剤およびグリコールエーテル系溶剤であり、アルコー
ル系溶剤の含有量をA、グリコールエーテル系溶剤の含有量をBとした場合、１≦A／B≦１
０であることを特徴とする第１項ないし第５項のいずれか１項に記載の油性ボールペンレ
フィル。
７．前記油性ボールペン用インキ組成物に、リン酸エステル系界面活性剤を含有すること
を特徴とする第１項ないし第６項のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィル。 
８．２０℃、剪断速度５００ｓｅｃ－１における前記油性ボールペン用インキ組成物のイ
ンキ粘度が、１５０００～３５０００ｍＰａ・ｓであることを特徴とする第１項ないし第
７項のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィル。 
９．第１項ないし第８項のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィルを軸筒内に配設
したことを特徴とする油性ボールペン。 
１０．第１項ないし第８項のいずれか１項に記載の油性ボールペンレフィルを軸筒内に摺
動自在に配設し、前記ボールペンチップのチップ先端部を前記軸筒先端部から出没可能と
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した出没式の油性ボールペンであることを特徴とする油性ボールペン。 
 」とする。 
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